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長
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操
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消
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ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

 

3
年
ぶ
り
に
開
催 

　

長
野
県
と
公
益
財
団
法
人
長
野
県

消
防
協
会
の
共
催
に
よ
る
県
大
会
を
、

7
月
10
日（
日
）松
本
市
の
消
防
団
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
防
災
物
資

タ
ー
ミ
ナ
ル
）で
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
る
中
止
を
経
て
、
今

回
3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

4
月
以
降
、
訓
練
の
制
約
や
市
町
村
・

地
区
大
会
の
中
止
に
よ
り
参
加
で
き

な
い
地
区
協
会
も
多
く
、
参
加
は
6

地
区
協
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
一
環
で
、
運
営
方
法
を
大

幅
に
見
直
し
、
競
技
選
手
は
入
換
え

方
式
と
し
、
開
閉
会
式
典
、
表
彰
式

を
な
く
し
、
参
加
地
区
協
会
に
は
参

加
者
の
縮
減
に
も
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
表「
運
営
内
容
」
参
照
）

　

参
加
消
防
団
、
選
手
は
、
第
1
部

ポ
ン
プ
車
操
法
5
団
40
名
、
第
2
部

小
型
ポ
ン
プ
操
法
6
団
42
名
、
ラ
ッ
パ

吹
奏
6
団
1
1
1
名
、
役
員
、
選
手
、

運
営
係
者
合
わ
せ
て
約
5
5
0
名
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
当
番

協
会
で
あ
る
松
本
消
防
協
会
か
ら

は
、
大
会
運
営
に
1
0
7
名
が

参
加
。
総
務
、
選
手
誘
導
、
駐
車

場
な
ど
各
係
で
役
割
を
担
い
、
競

技
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
開

催
の
可
否
を
判
断
し
た
た
め
、
開

催
決
定
が
大
会
の
1
カ
月
前
と
い

う
厳
し
い
日
程
で
し
た
。
準
備
、

運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
関

係
者
全
て
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

第２部長野市消防団第２部長野市消防団

第１部小谷村消防団第１部小谷村消防団

ラッパ吹奏長野市消防団ラッパ吹奏長野市消防団

開会式 開会式典は実施せず運営本部のみで開始式を実施。

競技形式 選手及び選手関係者は一堂に会せず、待機エリア、受付・点検エ
リア、競技エリアを順に移動してもらう「入換え方式」で実施。

来賓 招待しなかった。

参加者 各チーム関係者の参加は 20 人以内として縮減に協力依頼。

報道関係者 公開しなかった。

観客、応援者 遠慮いただいた。

表彰式 当日は実施せず、別の機会に行うこととした。成績発表は当日県
協会ホームページで公表。

閉会式 閉会式典は実施せず運営本部のみで終了式を実施。

審査員
操法審査において番員審査は１部２部とも掛け持ちで、県消防学
校教官が各１名で担当。消防本部（局）については、参加協会を
管轄する消防本部（局）のみに審査員派遣を依頼。

新型コロナウイルス
感染症対策

三密回避のため上記の対策を講じたほか、県が定める「イベント
開催時のチェックリスト」に基づいて対策を講じた。また、全参
加者に当日朝健康チェックシート提出を依頼。

令和 4年度大会の主な運営内容

令和４年度 長野県消防ポンプ操法 ・ ラッパ吹奏大会結果
順　位 ポンプ第 1 部 ポンプ第 2 部 ラッパ
優　勝 小 谷 村 長 野 市 長 野 市
準優勝 安 曇 野 市 野 沢 温 泉 村 木 島 平 村
  3 位 松 川 町 豊 丘 村 朝 日 村
  4 位 中 野 市 安 曇 野 市 木 曽 町
  5 位 信 濃 町 白 馬 村 小 谷 村
  6 位 ー 上 松 町 飯 田 市

個　人　賞
ポンプ第 1 部 ポンプ第 2 部

番　員 消 防 団 名 氏　名 消 防 団 名 氏　　名
指揮者 小 谷 村 山田　雅士 野沢温泉村 片塩　諒介
1 番員 安 曇 野 市 滝沢　大介 野沢温泉村 吉越　淳吾
2 番員 安 曇 野 市 萩原　茂裕 安 曇 野 市 古畑　亮士
3 番員 小 谷 村 細澤　泰範 長 野 市 酒井　　玲
4 番員 中 野 市 甘利　泰久 ー ー
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優
勝
チ
ー
ム
寄
稿

　

ま
ず
初
め
に
、
今
回
県
大
会
を
3

年
ぶ
り
に
開
催
し
て
い
た
だ
い
た
長

野
県
消
防
協
会
会
長
は
じ
め
関
係
各

位
の
皆
様
、
新
方
式
や
ル
ー
ル
改
正

な
ど
様
々
な
障
害
が
あ
る
中
で
大
変

な
ご
尽
力
を
し
て
い
た
だ
き
大
会
を

開
催
し
て
い
た
だ
い
た
事
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

実
は
我
々
小
谷
村
消
防
団
ポ
ン
プ

車
チ
ー
ム
は
、
県
大
会
へ
今
ま
で
出

場
を
し
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
小
型
ポ
ン
プ
チ
ー
ム
は
何
度
か
出
場

し
て
い
ま
す
）

　

そ
ん
な
中
、
県
大
会
初
出
場
、
初

優
勝
と
な
か
な
か
経
験
が
で
き
な
い

こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し
感

情
が
追
い
つ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
た

だ
操
法
の
選
手
を
や
っ
た
者
な
ら
必

ず
目
指
す
県
大
会
出
場
、
そ
し
て
優

勝
そ
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

選
手
の
み
ん
な
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
時
に
は
厳
し
く
し
て
落

ち
込
ま
せ
た
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
、

文
句
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
主
将
や
コ
ー
チ
を
信
じ
て
文
句

も
言
わ
ず
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、
た

だ
ひ
た
す
ら
に
練
習
を
し
て
い
た
姿

を
見
た
と
き
、
こ
の
チ
ー
ム
の
主
将

に
な
れ
て
良
か
っ
た
と
し
み
じ
み
感

じ
な
が
ら
練
習
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
村
の
大
会
・
地
区
大
会
・
県

大
会
と
一
貫
し
て
伝
え
て
き
た
の
は
、

自
分
た
ち
の
ル
ー
テ
ィ
ン
を
崩
さ
な

い
事
・
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
操
法

に
入
る
こ
と
で
し
た
。
な
か
な
か
あ

の
緊
張
感
の
中
そ
れ
を
実
行
す
る
の

は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
う

の
で
す
が
、
選
手
た
ち
は
や
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
他
に
も
勝
因
は
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
で
も
そ
こ
が
大
き

か
っ
た
の
か
な
と
は
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
選
手
の
頑
張
り
が
一
番

で
す
が
、
今
回
は
周
り
の
サ
ポ
ー
ト

団
員
の
力
も
非
常
に
大
き
か
っ
た
で

す
。『
チ
ー
ム
第
三
分
団
』
で
主
将
・

選
手
を
ず
っ
と
支
え
続
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
、
県
大
会
優
勝
！
と
聞
い

た
時
三
分
団
皆
で
泣
き
笑
い
な
が
ら

讃
え
あ
っ
た
事
、
あ
の
時
の
シ
ー
ン

は
多
分
一
生
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

書
き
た
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、

感
謝
し
た
い
人
は
も
っ
と
い
っ
ぱ
い

い
て
書
き
き
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
結
果
を
自
信
に
し
、
し
っ

か
り
と
来
年
以
降
も
育
成
に
力
を
入

れ
、
県
大
会
常
連
と
言
わ
れ
る
分
団

と
な
っ
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
日
々

の
消
防
団
活
動
も
全
力
で
頑
張
り
ま

す
。『
俺
た
ち
の
村
は
俺
た
ち
で
守
る
』

　

選
手
の
み
ん
な
あ
り
が
と
う
！

　

そ
し
て
お
疲
れ
様
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
す
小
田
切
地
区

は
、
長
野
駅
か
ら
車
で
30
分
の
標
高

8
0
0
ｍ
程
の
長
野
市
中
西
部
に
あ

り
ま
す
。
北
ア
ル
プ
ス
や
槍
ヶ
岳
を

遠
く
に
望
め
る
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、

川
中
島
平
も
一
望
で
き
ま
す
。
中
山

間
地
を
受
け
持
つ
小
田
切
分
団
は
、

山
林
火
災
の
予
防
や
大
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
へ
の
警
戒
、
地
区
自
主
防
災

訓
練
へ
の
参
加
等
が
活
動
の
中
心
に

な
り
ま
す
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
の

進
行
が
消
防
団
員
の
減
少
と
高
齢
化

へ
も
影
響
し
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢

51
歳
の
当
分
団
が
所
属
す
る
長
野
市

消
防
団
は
74
分
団
か
ら
な
り
、
６
方

面
隊
12
ブ
ロ
ッ
ク
を
構
成
し
、
小
田

切
分
団
は
浅
川
、
安
茂
里
、
芋
井
、

七
二
会
地
区
の
５
分
団
で
西
部
ブ

ロ
ッ
ク
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
ン
プ
操
法
大
会
へ
の
出
場
も
５

分
団
が
交
代
で
出
場
し
て
お
り
、
操

法
の
訓
練
は
５
年
に
一
度
と
な
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
の
中
止
が
あ

り
、
今
回
の
出
場
は
６
年
ぶ
り
と
な

り
ま
し
た
。
大
会
ま
で
の
早
朝
訓
練

に
は
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
仲
間
が
激
励

に
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

中
央
消
防
署
安
茂
里
分
署
の
方
々
か

ら
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

選
手
の
力
へ
大
き
く
つ
な
が
り
ま
し

た
。「
長
野
市
大
会
３
位
以
上
で
長
野

協
会
大
会
進
出
」
を
目
標
に
訓
練
を

開
始
し
ま
し
た
。
真
摯
に
訓
練
に
取

り
組
む
選
手
の
姿
は
サ
ポ
ー
ト
す
る

団
員
へ
も
影
響
し
、
分
団
が
一
丸
と

な
り
長
野
市
大
会
２
位
、
長
野
協
会

大
会
１
位
で
初
め
て
県
大
会
へ
出
場

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
出
場
の
県
大
会
は
、「
い
つ
も
通

り
の
操
法
を
や
ろ
う
」
と
気
負
わ
ず

に
臨
み
ま
し
た
。
６
年
前「
勝
ち
て
和

す
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
訓
練
に

励
み
、
県
大
会
出
場
ま
で
あ
と
一
歩

の
結
果
で
し
た
。
そ
の
時
に
積
み
上

げ
た
も
の
は
、
確
実
に
分
団
の
力
と

な
り
ま
し
た
。
全
国
大
会
出
場
を
多

く
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
事

は
こ
れ
か
ら
の
訓
練
の
励
み
に
な
り

ま
す
。ま
た
、い
つ
も
通
り
無
理
せ
ず
、

気
負
わ
ず
大
会
に
臨
み
、
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆

様
と
、
こ
の
訓
練
に
参
加
し
て
く
れ

た
選
手
、サ
ポ
ー
ト
の
団
員
の
皆
さ
ん
、

そ
れ
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
ご
家
族

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

私
が
音
楽
隊
の
隊
長
に
な
っ
て
３

年
目
の
今
年
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
大
会
で
あ

り
、
私
が
隊
長
に
な
っ
て
初
め
て
の

大
会
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
今
年
の

大
会
は
例
年
と
は
違
い
、
と
て
も
忙

し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
野
市
大
会
が
行
わ
れ
る
と
決

ま
っ
た
の
は
、
大
会
予
定
日
の
1
カ

月
前
で
し
た
。
多
く
の
人
が
今
年
も

中
止
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
こ
の
急

な
展
開
に
戸
惑
い
な
が
ら
各
チ
ー
ム

週
3
日
ま
で
と
制
限
が
か
か
っ
た
中

で
練
習
を
し
ま
し
た
。長
野
市
の
ラ
ッ

念
願
の
県
大
会
初
出
場

�
ま
さ
か
の
初
制
覇
！

小
谷
村
消
防
団
第
三
分
団
主
将

 
　
栁
澤
　
孝
彰

勝
ち
て
和
す

長
野
市
消
防
団
小
田
切
分
団
長

 

　
曽
根
原
正
昭

大
会
を
振
り
返
っ
て

　
　
長
野
市
消
防
団
音
楽
隊
長

 

　
清
水
　
大
輔

選手、サポーター、家族の皆さんに感謝選手、サポーター、家族の皆さんに感謝

小谷村魂 !!　やればできる!!小谷村魂 !!　やればできる!!



信州消防　No.613　令和 4年度（2022・10 月）No.3

3

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
県
大
会
当
日
で
す
。
な

ん
と
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
回
の
成
績
は
2
位
な
の
で
、“
今
年

こ
そ
は
優
勝
”の
思
い
を
抱
き
な
が
ら

の
大
会
で
し
た
。
天
気
も
良
く
絶
好

の
大
会
日
和
で
あ
っ
た
こ
と
、
地
元

の
2
大
会
と
同
じ
入
れ
替
え
制
で
行

わ
れ
た
た
め
、
と
て
も
落
ち
着
い
て

演
奏
で
き
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

忙
し
く
過
ぎ
た
大
会
期
間
で
し
た

が
、
こ
の
経
験
が
隊
員
た
ち
の
自
信

に
つ
な
が
り
、
今
後
の
活
動
を
よ
り

よ
く
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
優
勝

と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
も
た
ら

し
た
隊
員
た
ち
を
誇
り
に
思
う
と
と

も
に
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

長
野
県
消
防
関
係

殉
職
者
慰
霊
祭
を
実
施

　

県
消
防
長
会
と
の
共
催
に
よ
る
県

消
防
関
係
殉
職
者
慰
霊
祭
を
9
月
2

日（
金
）、
長
野
市
花
岡
平
で
行
い
ま

し
た
。
来
賓
と
し
て
関
副
知
事
、
前

沢
県
危
機
管
理
部
長
、
柳
沢
県
消
防

課
長
、
村
上
県

消
防
学
校
長
、

太
田
消
防
防
災

航
空
セ
ン
タ
ー

所
長
が
、
主
催

者
と
し
て
佐
伯

県
消
防
長
会

長
、
消
防
長

の
皆
様
、
当
協

北
佐
久（
立
科
町
）　　

遠
山　

実
月

上　

小（
上
田
市
）　

〇
鷲
巣　

志
保

諏　

訪（
諏
訪
市
）　　

武
井　

里
菜

上
伊
那（
伊
那
市
）　　

尾
関　
　

恵

飯　

伊（
喬
木
村
）　　

伊
藤　

友
美

木　

曽（
南
木
曽
町
）　

小
林
和
可
奈

松　

本（
安
曇
野
市
）　

飯
沼
千
賀
子

大　

北（
大
町
市
）　

◎
奥
村　

照
美

埴　

科（
坂
城
町
）　　

鈴
木　

悠
木

須　

高（
須
坂
市
）　　

徳
武　

洋
子

長　

野（
長
野
市
）　　

大
越
え
み
子

北　

信（
飯
山
市
）　　

木
鋪　

美
香

�

◎
会
長
、
○
副
会
長

県
消
防
学
校
初
任
科

 

査
閲
・
卒
業
式

　

9
月
17
日（
土
）今
年
度
消
防
本
部

（
局
）に
就
職
し
、
4
月
に
初
任
科
に

入
校
し
た
学
生
の
実
科
査
閲
と
卒
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、

男
性
67
名
、
女
性
8
名
の
計
75
名
。

　

理
論
や
規
律
、実
習
、訓
練
に
加
え
、

共
同
生
活
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。

　

上
條
博
文
会
長
は
祝
辞
で
、「
火
災
、

災
害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

学
ん
だ
知

識
、
技
術

を
発
揮
し
、

郷
土
の
消

防
防
災
の

た
め
に
活
躍

を
願
っ
て
い

ま
す
。」
と

激
励
し
ま
し

た
。

会
か
ら
は
正
副
会
長
及
び
福
利
厚
生

委
員
が
参
列
し
、
献
花
を
行
い
ま
し

た
。
上
條
博
文
会
長
は
式
辞
で
、
消

防
人
を
代
表
し
、
思
い
を
新
た
に
消

防
職
務
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
を

1
5
8
柱
の
御
霊
に
誓
い
ま
し
た
。

女
性
消
防
団
員

 

活
性
化
会
議
開
催

　

今
年
度
第
1
回
の
女
性
消
防
団
員

活
性
化
会
議
を
9
月
10
日（
土
）長
野

県
庁
災
害
対
策
本
部
室
で
行
い
ま
し

た
。
会
議
は
、
会
場
出
席
と
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で

実
施
。
上
條
会

長
と
福
澤
副
会

長
は
会
場
に
出

席
し
ま
し
た
。

会
議
は
代
表
の

選
出
、
二
月
に

行
う
女
性
消
防

団
員
活
性
化
大

会
の
内
容
な
ど

を
協
議
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
は
次

の
と
お
り
で
す
。

協
会（
所
属
消
防
団
）　氏
名（
敬
称
略
）

南
佐
久（
佐
久
穂
町
）　

高
見
澤
礼
奈

第
41
回
全
国
消
防
殉
職
者

 

慰
霊
祭
行
わ
れ
る

　

9
月
15
日（
木
）、
東
京
都
で
日
本

消
防
協
会
主
催
に
よ
る
第
41
回
全
国

消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
、
寺

田
稔
総
務
大
臣
、
遺
族
代
表
が
追
悼

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
長
野
県
か
ら

は
上
條
博
文
会
長
が
代
表
で
参
列
し
、

献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
本
消
防
協
会
の
秋
本
敏
文
会
長

は
、「
関
係
者
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
力

を
合
わ
せ
て
事
故
防
止
に
最
善
の
努

力
を
尽
く
し
ま
す
。
こ
れ
は
職
に
殉

じ
た
御
霊
に
対
す
る
私
ど
も
の
責
務

で
あ
る
と
存
じ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

参
加
者
一
同
が
殉
職
さ
れ
た
方
々
に

対
し
、
深
い
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
、

安
ら
か
な
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し

た
。

パ
隊
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
団
に
所
属

し
、
主
に
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
チ
ー
ム
編

成
を
し
て
大
会
に
臨
み
ま
す
。
私
も

激
励
の
た
め
各
チ
ー
ム
を
回
り
ま
し

た
。

　

長
野
市
大
会
も
無
事
終
わ
り
、
こ

こ
か
ら
長
野
協
会
大
会
、
長
野
県
大

会
へ
と
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

長
野
協
会
は
長
野
市
、
信
濃
町
、

飯
綱
町
、
小
川
村
の
消
防
団
が
集
ま

り
、
我
々
ラ
ッ
パ
隊
は
精
鋭
部
隊
を

編
成
し
て
臨
み
ま
す
。
し
か
し
、
協

会
大
会
ま
で
は
1
週
間
、
そ
の
あ
と

の
長
野
県
大
会
も
1
週
間
後
と
、
と

て
も
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。

大
会
に
向
け
て
の
準
備
も
慌
た
だ
し

く
、
隊
員
た
ち
の
気
持
ち
の
切
り
替

え
も
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
練
習

の
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
そ
し
て
、

県
大
会
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
優
勝
へ

の
思
い
も
高
ま
り
チ
ー
ム
も
一
つ
に
ま

と
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
練
習
期
間

が
短
か
っ
た
こ
と
が
逆
に
良
か
っ
た
の

令
和
４
年
防
災
功
労
者

�

内
閣
総
理
大
臣
表
彰

【
災
害
現
場
で
の
顕
著
な
防
災
活
動
】

�

諏
訪
市
消
防
団（
小
池
敏
彦
団
長
）

今年こそは優勝！　願いかなう！今年こそは優勝！　願いかなう！
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長
野
県
東
部
に
位
置
す
る
上
田
市

は
、
人
口
約
1
5
2
，
0
0
0
人
の 

県
内
で
は
3
番
目
の
規
模
の
都
市
で

あ
り
、
戦
国
時
代
に
真
田
氏
が
築
い

た
上
田
城
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
城

下
町
で
す
。
ま
た
、
昼
夜
、
夏
冬
の

気
温
差
が
大
き
い
典
型
的
な
内
陸
性

気
候
で
あ
り
、
特
に
晴
天
率
が
高
く
、

全
国
で
も
有
数
の
少
雨
乾
燥
地
帯
の

た
め
、
た
め
池
等
が
多
く
点
在
し
て

お
り
ま
す
。

　

千
曲
川
が
市
域
の
中
央
を
東
西
に

横
断
す
る
よ
う
に
流
れ
、
北
に
菅
平

高
原
、
南
に
美
ヶ
原
高
原
を
望
む
、

自
然
豊
か
な
街
で
す
。
ま
た
上
信
越

自
動
車
道
や
北
陸
新
幹
線
が
東
西
に

並
行
し
て
走
り
、
首
都
圏
と
北
陸
地

方
を
結
ぶ

道
程
で
松
本

地
方
、
諏
訪

地
方
へ
の
交

通
の
結
節
点

と
な
っ
て
お

り
、
有
料
道

路
無
料
化
に

伴
い
、
更
に

交
流
し
や
す

く
な
り
ま
し

た
。

　

日
本
百
名

城
に
選
ば
れ

て
い
る
上
田

城
は
桜
の
名

所
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
別
所
線
沿
線
の
塩

田
平
に
は
数
多
く
の
神
社
仏
閣
が
集

ま
り「
信
州
の
鎌
倉
」
と
称
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
内
各
所
に
は
映
画
や
ド
ラ

マ
、
C
M
等
の
ロ
ケ
地
と
な
る
風
情

豊
か
な
景
色
が
多
く
、
深
い
歴
史
と

美
し
い
自
然
、
近
現
代
が
融
合
し
た

大
変
暮
ら
し
や
す
い
街
で
す
。

　

平
成
18
年
3
月
に
上
田
市
、
丸
子

町
、
真
田
町
及
び
武
石
村
の
4
市
町

村
が
合
併
し
、
同
年
4
月「
新
上
田
市

消
防
団
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
1
本
部
、
8
方
面
隊
、
29

個
分
団
で
構
成
さ
れ
、
令
和
4
年
に

条
例
定
員
が
1
，
8
5
0
名
に
改
正

さ
れ
、
新
体
制
と
し
て
動
き
始
め
た

ば
か
り
で
す
。

　

各
分
団
に
は
ラ
ッ
パ
隊
・
救
護
隊
・

バ
イ
ク
隊
・
広
報
部
会
に
所
属
す
る

団
員
が
お
り
、
一
年
を
通
じ
て
分
団

の
枠
を
越
え
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

音
楽
隊
は
団
本
部
所
属
と
し
て
お
り
、

音
楽
を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
へ
の
予

防
消
防
の
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

団
員
の
平
均
年
齢
は
37
・
9
歳
。

団
員
の
居
住
地
は
市
街
地
、
郊
外
、

山
間
地
、
農
村
地
等
様
々
な
環
境
に

あ
り
、
社
会
や
家
庭
で
中
心
的
な
役

割
を
担
う
年
齢
層
が
大
半
を
占
め
、

同
時
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
占
め
る
割

合
も
高
い
こ
と
か
ら
、
平
日
昼
間
の

地
域
防
災
力
の
低
下
は
例
外
な
く
全

地
域
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
消
防
団
員
と
し
て
の
自

覚
の
た
め
、
代
々
『
◇
良
識
あ
る
市

民
た
れ
◇
防
火
防
災
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
た
れ
◇
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
た
れ
◇

郷
土
愛
を
涵か

ん

養よ
う

し
よ
う
◇
自
負
と
誇

り
を
持
と
う
』
と
い
う
5
つ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

毎
年
、
4
月
4
日
に
辞
令
交
付
式

を
執
り
行
い
、
分
団
総
会
や
各
種
訓

練
や
大
会
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
や
出
初

式
等
を
実

施
し
て
い
ま

す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
も

あ
り
、
消
防

団
の
活
動
が

制
限
さ
れ

て
し
ま
う
昨

今
、
各
分
団

は
訓
練
を
工

夫
し
、
少
人
数
で
分
散
し
て
実
施
す

る
た
め
、
規
律
訓
練
等
に
お
け
る「
指

導
者
育
成
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

図
上
訓
練
や
機
関
運
用
訓
練
、
水
防

訓
練
等
に
お
け
る「
基
本
的
な
訓
練
」

を
計
画
し
、
年
間
を
通
し
て
団
員
育

成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
管
轄

消
防
署
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
は
、

火
災
想
定
訓
練
を
計
画
し
、
実
践
に

則
し
た
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
分
団

に
不
足
し
て
い
る
技
術
や
知
識
を
補

う
き
っ
か
け
と
な
っ
て
お
り
、
必
然

的
に
分
団
力
の
資
質
向
上
と
、
団
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て
お
り
ま

す
。

　

分
団
の
管
轄
地
域
で
の
活
動
に
目

を
向
け
る
と
、
自
主
防
災
組
織
と
の

繋
が
り
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
お

り
、
昨
年
度
か
ら
は
自
治
会
連
合
会

役
員
と
消
防
団
幹
部
の
意
見
交
換
会

を
始
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
地
域
の
皆

様
に
分
団
の
実
情
や
活
躍
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
で
、
今
後
の
地
域

防
災
の
担
い
手
と
な
る
団
員
確
保
に

向
け
た
取
組
み
に
繋
が
っ
て
お
り
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
、
自
治
会
や

行
政
、
そ
し
て
各
分
団
が
役
割
を
し
っ

か
り
と
果
た
す
た
め
に
は
、
備
え
と

し
て
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
、
議

論
し
、
協
働
体
制
の
強
化
を
目
指
す

取
組
み
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
入
団
し
て
か
ら
、
消
防
団
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
、
消
防
団
員
の
確
保
・

維
持
が
さ
ら
に
困
難
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
」
と
い

う
精
神
で
消
防
団
活
動
を
継
続
す
る

た
め
に
は
、
新
入
団
員
や
団
歴
の
浅

い
若
い
団
員
に
、
末
永
く
誇
り
を
持
っ

て
活
動
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
従
前
の
訓
練

や
活
動
を
当
た
り
前
と
せ
ず
、
団
員

個
々
に
目
を
向
け
た
細
や
か
な
訓
練

を
計
画
し
、
多
く
の
団
員
が「
経
験
す

る
」
こ
と
で
自
信
に
繋
げ
、
地
域
の

重
要
な
戦
力
と
し
て
活
動
で
き
る
消

防
団
員
に
育
て
る
こ
と
が
我
々
消
防

団
幹
部
の
使
命
だ
と
考
え
ま
す
。

　
「
不
易
流
行
」
と
は
、
い
つ
ま
で
も

変
わ
ら
な
い
も
の
の
中
に
新
し
い
変

化
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
指
す
言
葉

で
す
。
本
来
の
消
防
団
の
存
在
意
義

を
大
切
に
し
つ
つ
、
時
代
に
即
し
た

活
動
に
形
を
変
え
挑
戦
し
続
け
る
、

「
不
易
流
行
」
の
上
田
市
消
防
団
で
あ

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

変
わ
る
こ
と
の
な
い「
地
域
に
根
差
し

た
魅
力
あ
る
消
防
団
」
で
あ
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
上
田
市
消
防
団
は

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
消
防
協
会
理
事
が
所
属
す
る
消
防
団
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

不
易
流
行 

―
不
変
の
中
の
変
化
―

上
田
市
の
紹
介

上
田
市
消
防
団
の
紹
介

上
田
市
消
防
団
の
活
動

お
わ
り
に

上田市消防団
団長　福澤　賢治

台風による倒木災害に備えた
チェーンソー運用訓練

休日の教習所をお借りし、
団歴の浅い団員対象の車両運転訓練

土のう積み訓練を行い
多発する水害に備える

消防署職員指導による少人数で行う規律訓練


